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に
対
応
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

◆
帰
宅
困
難
者
対
策
に
関
す
る
改
訂

東
日
本
大
震
災
で
は
、
公
共
交
通
機

関
の
停
止
に
伴
い
、
所
沢
市
内
に
も
大

勢
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
帰
宅
困
難
者
が
市
の
施
設
で
一
時

的
に
滞
在
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◎
各
駅
で
の
受
け
入
れ
施
設
の
案
内
や
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）

を
利
用
し
た
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
同
計
画
の
詳
細
は
、
市
HP
（
「
所
沢

市
地
域
防
災
計
画
」
で
検
索
）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ 市HP市ホームページ「広報紙ピックアップ」 Eメール

「
自
助
」

自
分
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る
と
い

う
の
が
、
防
災
対
策
の
基
本
で
す
。

地
震
発
生
直
後
の
公
的
な
支
援
は
困

難
で
、
で
き
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ

り
ま
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る
備
え

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
の
安
全
対
策

家
の
中
で
は

家
具
を
固
定
し
、

窓
ガ
ラ
ス
な
ど

に
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
を
貼
り

ま
し
ょ
う
。
家

の
外
で
は
屋
根

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
を
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
非
常
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品

被
災
地
に
救
援
物
資
が
届
く
ま
で
に

３
日
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
非

常
持
ち
出
し
品
は
１
つ
に
ま
と
め
、
す

ぐ
に
取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
、
定

期
的
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

下
記
を
参
考
に
足
り
な
い
も
の
は
補

充
し
、
準
備
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急

に
用
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修

市
で
は
、
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
に

対
す
る
補
助（
事
前
の
手
続
き
が
必
要
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
建
築
指
導
課

☎
２
９
９
８-

９
１
８
０

◆
避
難
場
所
な
ど
の
確
認

市
で
は
、
所
沢
航
空
記
念
公
園
や
学

校
の
校
庭
な
ど
67
カ
所
を
避
難
場
所
と

し
て
、
学
校
の
体
育
館
や
市
民
体
育
館

な
ど
58
カ
所
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
避
難
場
所
な
ど

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
帰
宅
対
策

交
通
機
関
の
停

止
に
よ
る
徒
歩
で

の
帰
宅
を
想
定
し
、

経
路
の
確
認
、
運

動
靴
や
地
図
、
携

帯
食
料
な
ど
を
日

ご
ろ
か
ら
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
応
急
手
当
て
を
学
び
ま
し
ょ
う

け
が
人
が
発
生
し
た
ら
、
応
急
手
当

て
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も

の
た
め
に
応
急
手
当
て
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
地
震
が
発
生
し
た
ら

机
な
ど
の
下

に
隠
れ
て
自
分

の
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
揺
れ

が
収
ま
っ
て
も

慌
て
て
外
に
飛

び
出
さ
ず
、
２
次
災
害
の
防
止
や
避
難

の
準
備
を
落
ち
着
い
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
す
る
と
き
は

ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
な
ど
出
火
防

止
対
策
を
し
、
避
難
場
所
ま
で
は
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
壁

に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
車
な
ど
の
使
用
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
隣
の
方
と
声
を
掛
け
合
う

な
ど
、
地
域
の
方
の
安
全
も
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

「
公
助
」

警
察
・
消
防
・
都
道
府
県
・
市
町
村

な
ど
の
行
政
機
関
、
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
な
ど
生
活
の
基
盤
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
公
営
企
業
に
よ
る
災
害
支

援
活
動
を
「
公
助
」
と
い
い
ま
す
。

◆
地
震
が
発
生
し
た
ら

市
内
の
震
度
が
５
弱
以
上
で
警
戒
体

制
を
執
り
、
震
度
６
弱
以
上
で
は
全
職

員
が
応
急
復
旧
業
務
を
行
う
た
め
に
非

常
体
制
（
一
時
的
に
通
常
業
務
を
止
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
を
執
り
ま
す
。

◆
災
害
情
報
の
提
供

災
害
・
避
難
情
報
を
防
災
行
政
無
線

や
広
報
車
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
緊
急
速

報
メ
ー
ル
）、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ

放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
と
こ
ろ
ざ
わ
ほ
っ
と
メ
ー
ル

（
７
頁
参
照
）
で
も
災
害
情
報
や
防
災

情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度

か
ら
は
全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊジ

ェ
イ

-

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
連

動
し
、
瞬
時
に
災
害
情

報
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

◆
防
災
行
政
無
線

平
成
24
年
度
か
ら
市
民
に
災
害
情
報

を
伝
達
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
防
災
行
政
無
線
を
増
設
し
て
い
ま

す
。
24
年
度
は
11
基
、
25
年
度
か
ら
27

年
度
は
毎
年
10
基
ず
つ
増
設
予
定
で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
防
災
行
政
無

線
放
送
確
認
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０-

１
０
０
４
６
６
）
を

ご
利
用
（
通
話
無
料
）
く
だ
さ
い
。

所
沢
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂

◆
避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
関
す
る

改
訂

女
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
管
理
運

営
を
行
う
た
め
の
事
項
を
計
画
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。

▼
運
営
組
織
（
避
難
所
運
営
委
員
会
）

に
複
数
の
女
性
を
参
加
さ
せ
る
よ
う

配
慮
し
ま
す
。

▼
男
女
別
更
衣
室
、
男
女
別
ト
イ
レ
、

授
乳
室
の
設
置
に
努
め
ま
す
。

▼
女
性
の
相
談
員
、
福
祉
相
談
員
を
配

置
や
巡
回
さ
せ
る
こ
と
で
、
女
性
や

災
害
時
要
援
護
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

８月31日㈯総合防災訓練を実施
◆各地区自主防災活動訓練
日８月31日㈯午前８時～正午

内情報収集・伝達訓練、避難誘導訓練、避難者名簿作成訓練など
◎訓練時間・内容は、地区ごとに異なりますので、各まちづくりセン
ターにお問い合わせください。また午前８時から防災行政無線による
訓練のための放送を行います。ご理解とご協力をお願いします。

地区 会場 地区 会場
所沢地区 所沢小学校 富岡地区 中富小学校

松井地区

松井小学校

山口地区

山口中学校
東中学校 上山口中学校
安松中学校 泉小学校
牛沼生活改善センター 山口小学校
熊野神社 椿峰小学校

小手指地区

北中小学校

吾妻地区

荒幡小学校
北野小学校 松が丘中央公園
小手指小学校 南小学校
上新井小学校 北秋津小学校

並木地区

伸栄小学校
新所沢地区

向陽中学校
中央小学校 所沢中学校
並木小学校 緑町中央公園
若松小学校 新所沢東地区 美原小学校生涯学習推進センター　 所沢北高校

三ケ島地区 若狭小学校 柳瀬地区 柳瀬小学校
三ケ島小学校

駅名 受入施設 受入可
能人数

所沢駅・
西所沢駅

所沢まちづくりセ
ンター 377人

航空公園駅 市役所 290人
新所沢駅 市民体育館 1,300 人
小手指駅 小手指公民館分館 654人

狭山ヶ丘駅 狭山ヶ丘コミュニティセンター 150人

東所沢駅 柳瀬まちづくりセ
ンター 507人

◆駅別滞在施設一覧

大切な人と 地域を守るために…

所沢市の災害備蓄
　市では、防災備蓄倉庫を設置し、災害時用の備蓄をしていま
す。しかし、全員分の用意があるわけではありません。右頁の
非常持ち出し品・備蓄品を準備しておきましょう

◎一部の防災備蓄倉庫には、ほかにカセットガス型発電機や浄
水機、仮設トイレ（和・洋式、障がい者用）などが用意してあ
ります。また、ワンタッチパーティションは指定の場所で集中
管理しています。

備蓄品名 数量 備蓄品名 数量
アルファ米(50食入) 10箱毛布 100枚
簡易トイレ 100個トイレ用凝固剤 300個
カセットコンロ ８個カセットボンベ 24本
組立テント １張非常用持出し袋 ２袋
なべ 10個シート（大・小） 計16枚
ひしゃく 10本災害対策用工具 ３セット
非常用ローソク 10本車イス １台
ハンディライト ３個救急箱（約50人用） １個
２つ折り担架 ２基ガスコンロ・調整器 ２セット
油圧ジャッキ ２台ボルトクリッパー １本
折りたたみ式
リヤカー ２台トイレットペーパー １箱

筆記用具一式 １セット

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
防
災
訓
練
で

は
、
避
難
訓
練
や
情
報
収
集
訓
練
な
ど

の
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
は
近
隣
の
方
と
互
い

に
助
け
合
い
、
安
全
な
場
所
ま
で
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
自
主
防
災
組
織

地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
、
連

帯
感
に
基
づ
い
て
、
自
主
的
に
結
束
す

る
組
織
で
す
。
過
去
の
災
害
に
お
い
て

も
、
最
も
多
く
の
人
命
を
救
っ
た
の
は

地
域
住
民
で
し
た
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

災
害
時
に
、

支
援
が
必
要

な
高
齢
者
や

障
が
い
を
お

持
ち
の
方
へ

の
情
報
伝
達

や
安
否
確
認
、

避
難
の
手
助
け
が
地
域
の
中
で
行
わ
れ

る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
地
域
の

方
と
進
め
て
い
ま
す
。

「
共
助
」

地
震
発
生
直
後
の
公
的
な
支
援
は
困

難
で
、
で
き
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
の
が
「
共
助
」

で
す
。
日
ご
ろ
の
地
域
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
訓
練
・
互
助
活
動

自
治
会
・
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織

な
ど
が
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練
に
積
極

▲ ワンタッチパーティ
ション
　避難所でのプライバ
シー確保のための仕切り。

▲ カセットガス
型発電機
カセットボン

ベ２本でおおよ
そ２時間の発電
が可能。

▲

簡易トイレ
強化圧縮ダン

ボール製の組み
立てトイレで、
１袋で４人家族
の約３～４日分。

災害時の安否確認
災害発生直後は、電話がつな

がりにくくなります。家族など
大切な人の安否確認は、災害用
伝言ダイヤルや災害用伝言板を
利用しましょう。
◆災害用伝言ダイヤルの使い方

◆携帯電話災害用伝言板
携帯電話各社のトップメニュ
ーから災害伝言板を開き、伝言
の登録確認ができます。

非常持ち出し品・備蓄品（例）

◎その他必要なものを家族で相談し、準備しましょう。

品目 内容 品目 内容
非常持ち
出し袋

備蓄品をまとめる
バッグ 貴重品 現金・身分証など

飲料水 １人１日３ℓ 非常食 乾パン・缶詰など

装備品 ヘルメット・軍手・
運動靴など

救急用品
セット

消毒液・ばんそうこう
など

懐中電灯 予備の電池も 携帯ラジオ 予備の電池も

日用品
ウェットティッシュ・
トイレットペーパー・
マスクなど

道具
タオル・ライター・布
ガムテープ・ビニール
シートなど

ポリ袋 10枚程度 防寒具 カイロ・サバイバルブ
ランケットなど

筆記用具 ペン・メモ帳など その他 生理用品・おむつなど

自助
7

公助
1：共助2 ：

「自分の安全は、
自分で守る」と
いう普段からの
行動が防災対策で
は最も重要です！ 災害は最も重要です！

自助
自分の安全は
自分で守る

公助
市民の安全
を守る

共助
地域を地域の
皆さんで守る

MAPMAPMAP

▲安松中学校避難所宿泊体験の様子

「１７１」をダイヤル

伝言を録音
「１」

伝言を再生
「２」

被災地の自宅の電話番号または
連絡を取りたい被災地の方の電
話番号を市外局番から入力

伝言を録音
します

伝言を再生
します

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
４
カ
月
が
た
ち
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
中
で
は
少
し
ず
つ
過
去
の
こ
と

と
し
て
風
化
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
今
後
30
年
間
で
の
関
東
地
方
で
想

定
さ
れ
る
大
地
震
の
発
生
確
率
は
高
い
も
の
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
日
ご

ろ
の
備
え
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
号
で
は
、
地

震
災
害
を
中
心
に
、３
つ
の
守
り「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
に
よ
る
取
り
組
み
と
、
防
災
備
蓄
庫
の

備
蓄
品
、
所
沢
市
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
の
避
難
場
所
や
市
の
災
害
対
策

な
ど
の
詳
細
は
、
３
月
に
全
戸
配
布
し
た
「
防
災

ガ
イ
ド・避
難
所
マ
ッ
プ
」
ま
た
は
、
市
HP
（「
防

災
ガ
イ
ド
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課
☎
２
９
９
８-

９
３
９
９

　
5
２
９
９
８-

９
０
４
２


